
モーニングセミナー
レポートキャラバン！

モーニングセミナーは一連の決まりに沿った基本を元に
それぞれの単会で工夫を凝らして運営しています。
このコーナーでは各単会を回って
モーニングセミナーの様子をレポートします！

山形県倫理法人会  広報委員長  　土屋忠彰

　入会2年目で広報委員長を拝命して以来3年を務めさせてい
ただきました。この3年を振返ってみますと、右も左もわから
ないまま過ぎた1年目、ようやく流れが見えてきた2年目、こ
んな記事を書いてみたいと思った3年目、だったと思います。
　取材で県内の様々な場所にお伺いし、多くの方々とのご縁
をいただき、いろいろな経験をさせていただきました。広報
誌とは、単会様・会員様の魅力を、発信することが役割の一
つなのではないかと感じております。
　最後に3年間務めさせていただくことが出来ましたのは、
各単会の広報委員の皆様、記事を書いてくださいました皆様、
取材をお受けくださいました皆様その他関係者の方々のおか
げです。心より深くお礼を申し上げます。

山形県倫理法人会  広報副委員長  　五十嵐久仁子

　倫理法人会への入会と同時に役職を頂くという「倫理ある
ある」のおかげで、平成26年度に県広報副委員長を拝命し、
その後4年の委員長、3年の副委員長として8年間この広報誌
の編集を担当させていただきました。毎回ご多忙の経営者の
皆様に記事を依頼する心苦しさとの闘いでしたが、執筆を快
く引き受けてくださった皆様の支えで年４回計画通りに発行
する事ができました。また、取材を通して山形県の人や企業、
地域の魅力に深く触れる「宝」のような経験をさせて頂きま
した。機会を下さった前委員長土屋和浩さん、そして当初委
員長の菅野美奈子さん、副委員長の菊地忠広さん、鈴木安永
さん、宮下徹さん、現土屋忠彰委員長、事務局の鈴木チーフ、
その他数えきれない倫友の皆様に心から感謝申し上げます。

編集後記

　鶴岡市倫理法人会は平成16年７月30日に設立されまし
た。1か月前には酒田市倫理法人会が設立されています。
　鶴岡市には工業団地が11か所あります。その中で一番
大きな団地面積をもつ鶴岡中央工業団地にある鶴岡中央
工業団地管理センターの2階奥にある部屋が鶴岡市倫理
法人会モーニングセミナー会場です。
　鶴岡市倫理法人会のモーニングセミナーのモットーを
お聞きしたところ、「皆様が笑顔になれる会長あいさつ」と
笑顔で答えてくださいました。そのモットーは会長のあい
さつだけでなく、役員の皆様の会話にも浸透しているから
でしょうか、交わされる会話から笑い声も聞こえてきて、会
場が和やかな雰囲気につつまれています。モーニングセミ

ナーの最後に講師の方と一緒に集合写真を撮ります。「い
えーい」の合言葉で全員が笑顔で写真に写ります。
　モーニングセミナー終了後は、隣の部屋に移り朝食を頂
きます。テーブルにおかれている弁当を見て、そのボリュー
ムに驚きます。鶴岡市倫理法人会のモーニングセミナー
にはもう一つのモットーがありました。 「ボリュームのあ
る朝食」です。皆様が笑顔
になれる会長あいさつが
モットーの鶴岡市倫理法
人会のモーニングセミナー
においでください。

Report

鶴岡市倫理法人会
毎週木曜 6時～
会場：鶴岡中央工業団地管理センター
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「
歳
月
人
を
待
た
ず
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
、
平
成
三
十
年
九
月
四

日
に
パ
レ
ス
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
に
お
い
て
丸
山
敏
秋
理
事
長
出
席
の
も
と
、
県
内
倫
友

一
八
六
名
が
集
い
、
平
成
三
十
一
年
度
辞
令
交
付
式
が
執
り
行
わ
れ
、
山
形
県
倫
理
法

人
会
第
十
一
代
会
長
職
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
三
年
前
の
こ
と
で
す
。
新
年
度
に
際
し

骨
太
の
県
組
織
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め「
ブ
ロ
ッ
ク
制
」か
ら「
地
区
制
」に
移

行
い
た
し
ま
し
た
。
山
形
県
内
四
地
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
の
も
と
、
地
区
内
の

単
会
会
長
と
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
、
横
の
繋
が
り
を
円

滑
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。
普
及
目
標
は
一
、九
四
二
社
達
成
を
通
過
点
と
し
、

二
〇
二
〇
年
に
二
、〇
二
〇
社
達
成
を
実
現
す
る
こ
と
で
四
地
区
が
一
致
共
有
い
た
し

ま
し
た
。
一
方
、
そ
の
年
度
に
山
形
県
倫
理
法
人
会
が
浸
透
率
日
本
一
の
快
挙（
当
時

山
形
県
内
企
業
数
三
八
、七
六
〇
社
に
対
し
て
会
員
企
業
数
一
、七
五
〇
社
で
普
及
率

四
．
五
％
）
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
が
県
内
倫
友
の
励
み
と
な
り
大
き
な
喜
び
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
喪
失
感
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
ま
さ
か
の
出
来
事
が
続
け
ざ
ま

に
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
時
、
県
副
会
長
の
早
坂
幸
起
さ
ん
、
県
幹
事
長
の
佐
藤

靖
之
さ
ん
、
そ
し
て
初
代
県
会
長
の
本
間
利
雄
さ
ん
、
鶴
岡
市
倫
理
法
人
会
初
代
会
長

の
秋
山
周
三
さ
ん
、
山
形
県
倫
理
法
人
会
の
歴
史
を
作
っ
て
く
れ
た
先
輩
、
将
来
に
無

く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
倫
友
、
か
け
が
え
の
な
い
方
々
と
悲
し
い
お
別
れ
を
す
る
こ
と

と
な
っ
た
会
長
職
初
年
度
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
二
年
度
は
、
活
動
テ
ー
マ
を「
和
を
以
っ
て
貴
し
と
為
す
」
地
区
制
な
ら
で
は

の
調
和
力
と
連
帯
力
で
楽
し
い
倫
理
活
動
へ
の
年
度
へ
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
期

首
の
県
内
会
員
数
は
一
、九
〇
七
社
、
普
及
目
標
を
二
、〇
二
〇
社
と
定
め
、
地
区
制
導

入
二
年
目
で
四
地
区
が
一
丸
と
な
り
達
成
し
よ
う
と
強
い
決
意
の
も
と
令
和
二
年
度
が

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
令
和
元
年
九
月
四
日
に
パ
レ
ス
グ
ラ
ン
デ
ー
ル

で
一
六
六
名
の
会
員
出
席
の
も
と
、
内
田
局
長
よ
り
新
役
員
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
十
月
二
十
九
日
に
は
会
員
大
会
が
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
で
開
催
さ
れ
、

記
念
講
演
会
に
原
田
メ
ソ
ッ
ド
の
原
田
隆
史
氏
を
お
招
き
し
、
二
三
九
名
と
い
う
聴
講

者
が
参
加
さ
れ
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
定
例
行
事
も
終
わ
り
十
六
単
会
役
員
の

皆
様
か
ら
普
及
目
標
達
成
に
向
け
奮
励
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、中
間
普
及
目
標
一
、

八
八
六
社
に
対
し
、
結
果
は
一
、七
四
三
社
と
未
達
成
に
終
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
今
年
度
末
の
普
及
目
標
二
、〇
二
〇
社
に
ま
っ
た
く
手
が
届
か
な
く
な

る
と
焦
っ
て
い
る
時
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
中
国
武
漢
市
で
発
生
し
、
今

も
世
界
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
令
和
三
年
度
の
山
形
県
倫
理
法
人
会
辞
令
交
付
式
は
令
和
二
年
九
月
九
日
、
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
山
形
で
和
田
毅
局
長
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

辞
令
交
付
式
と
な
り
、
例
年
と
は
違
い
進
行
内
容
が
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
不
安
を

払
拭
す
る
素
晴
ら
し
い
辞
令
交
付
式
に
な
っ
た
こ
と
を
皆
様
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
令
和
三
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
は「
四
地
区
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
る
山
形
県
倫

理
法
人
会
の
年
度
へ
」と
い
た
し
ま
し
た
。
四
地
区
長
同
士
の
更
な
る
連
携
と
協
調
で

ワ
ン
チ
ー
ム
の
地
区
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
い
た
し
ま
し
た
。
普
及
目
標
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
減
少
し
た
会
員
数
を
十
六
単
会
が
総
力
を
挙
げ
一
、八
三
〇
社
達

成
の
普
及
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
緊
急
事
態
に
備
え
る
た

め
に
も
従
来
の
集
会
型
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
リ
モ
ー
ト
型
を
積
極
的
に
推
進
し
継
続
し
て

い
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
動
け
な
い

ん
だ
」
と
否
定
的
に
考
え
が
ち
で
す
が
、「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
今
何
が
で
き
る
か

を
考
え
れ
ば
打
つ
手
は
必
ず
あ
る
」と
前
向
き
に
捉
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
人
一
倍
の
知

恵
を
絞
り
、
人
一
倍
の
働
き
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

は
動
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
動
い
た
人
だ
け
が
新
し
い
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
三
年
間
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
感
謝

Messageごあいさつ

県
会
長
職
三
年
間
を

振
り
返
っ
て

山
形
県
倫
理
法
人
会 

会
長
　
晋
道 

純
一 

山
形
県
倫
理
法
人
会

令
和
三
年
度

目
標
決
誓
大
会

　
令
和
三
年
七
月
二
十
一
日
、
山
形
市

パ
レ
ス
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
で
山
形
県
倫
理

法
人
会
目
標
決
誓
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
相
田
晃
輔
幹
事
長
か
ら
令
和
三
年
度

の
山
形
県
倫
理
法
人
会
の
活
動
報
告
、

各
委
員
長
か
ら
各
委
員
会
活
動
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
次
に
単
会
表
彰
に
移

り
、
令
和
三
年
度
今
期
目
標
達
成
し
た

単
会
、
山
形
市
倫
理
法
人
会
、
上
山
市
倫
理
法
人
会
、
山
形
市
中
央

倫
理
法
人
会
、
北
村
山
倫
理
法
人
会
、
酒
田
市
倫
理
法
人
会
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
後
、
各
単
会
表
彰
者
が
お
ひ
と
り
ず
つ
成
果
発
表
を
行
い
、

目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
、
達
成
で
き
た
お
気
持
ち

を
お
話
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
前
川
朋
廣
副
理
事
長
を
講

師
に
お
迎
え
し
て
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。前
川
朋
廣
副
理
事
長
は
、

今
か
ら
三
十
数
年
前
、
東
北
・
北
海
道
方
面
の
担
当
を
さ
れ
て
い
た

時
に
、
山
形
県
倫
理
法
人
会
設
立
式
典
に
お
い
で
に
な
ら
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。

　
当
時
の
山
形
で
の
思
い
出
と
し
て
、
小
国
町
の
ブ
ナ
林
を
散
策
す

る
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
こ
と
、
そ
し
て
当
時
の
本
間
利
雄
山
形
県

倫
理
法
人
会
会
長
か
ら
、
山
形
は
山
形
の
個
性
あ
る
事
業
を
運
営
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
を
、
な
つ
か
し
そ

う
な
ご
様
子
で
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
三
十
数
年
の
時
を
経
た
山
形
県
倫
理
法
人
会
を
ご
覧
に

な
ら
れ
て
、
大
き
く
成
長
さ
れ
た
な
と
話
さ
れ
、
感
慨
深
げ
な
ご
様

子
で
し
た
。

　

例
年
開
か
れ
る
懇
親
会
は
今
年
も
行
わ
な
い
事
と
な
り
ま
し
た

が
、
会
場
で
は
引
き
続
き
今
期
の
目
標
達
成
に
願
い
を
込
め
て
、
杵

屋
本
店
様
の「
予
祝
」紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
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当
社
の
経
営
理
念
は「
お
客
様
に
満
足

さ
れ
、
社
員
に
喜
ば
れ
る
会
社
づ
く
り
を

目
指
す
」
で
す
。
加
え
て「
立
派
な
技
術

者
で
あ
る
前
に
、
ま
ず
は
立
派
な
人
間
で

あ
れ
」
を
モ
ッ
ト
ー
の
一
つ
に
掲
げ
、
社

員
一
人
ひ
と
り
の
主
体
性
を
重
視
し
た
経

営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
出
逢
い
は
平
成
十
六
年
の
三
月
。
当
社

社
長
の
金
子
が
、
経
営
者
仲
間
か
ら
倫
理

法
人
会
の
素
晴
ら
し
さ
を
聞
い
て
入
会
し

た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
初
め
て
モ
ー
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
受
け
た
衝
撃

は
、
今
で
も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

当
時
、
山
形
市
蔵
王
倫
理
法
人
会
の
会
長

だ
っ
た
進
和
ラ
ベ
ル
印
刷（
株
）の
晋
道

社
長
の
情
熱
に
驚
か
さ
れ
、
翌
年
、
会
長

に
就
任
さ
れ
た（
株
）で
ん
六
の
鈴
木
社

長
に
は
組
織
の
運
営
や
経
営
者
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
・
自
分
を
律
す
る
姿
勢
の
大

切
さ
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
方
々
と
の
出
逢
い

が
自
身
の
成
長
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。「
何

事
も
そ
の
源
は
自
分
自
身
に
あ
る
」こ
と

を
学
び
、
前
向
き
な
考
え
方
と
行
動
が
い

か
に
大
事
か
を
倫
理
の
教
え
の
中
で
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
が
担
当
す
る
採
用
活
動
に
は
、
倫
理

の
学
び
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
採
用
は

学
生
や
若
者
の
人
生
を
背
負
う
こ
と
。
常

に
本
気
で
、
本
音
で
事
に
当
た
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
大
事
な

の
は
倫
理
的
思
考
で
あ
り
、
行
動
で
す
。

当
社
の「
採
用
力
」と「
人
材
教
育
力
」の

根
底
に
は
、
経
営
ト
ッ
プ
の
社
員
た
ち

に
対
す
る
強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た「
力
」
を
山
形
県
全
体
に
浸
透
さ

せ
、
多
く
の
企
業
と
共
有
化
を
図
る
こ
と

で
、
一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
県
内
に
就

職
し
、
働
き
甲
斐
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

全
国
I
T
業
界
に
お
け
る
従
業
員
満
足
度
調
査
で
五
年
連
続「
大
賞
」
を
受
賞
し
た 

（
株
）エ
ム
・
エ
ス
・
ア
イ
の
執
行
役
員 

経
営
企
画
室 

室
長
で
あ
る
前
盛
さ
ん
。
そ
の

語
彙
力
の
高
さ
と
、
聞
く
人
の
心
を
動
か
す
力
は
ど
の
よ
う
に
し
て
培
わ
れ
た
も
の
な

の
か
。
ま
た
、
採
用
担
当
と
し
て
人
を
育
て
る
こ
と
に
倫
理
の
学
び
が
ど
う
活
か
さ
れ

て
い
る
か
な
ど
、
取
材
の
中
で
そ
の
人
と
な
り
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
人
づ
く
り
」に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
続
け
る

■ えがおの人

山形市蔵王倫理法人会
朝礼委員長

前盛 直人 氏

新庄市生まれ

■ えがおの現場

株式会社 エム・エス・アイ
[ 代表取締役 ] 金子昌弘

[ 設立 ]1992（平成4）年
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倫理経
営

企業訪
問

第
三
期 

山
形
県
倫
理
経
営
塾 

卒
塾
式
を
お
え
て
今
思
う
こ
と

　
私
は
二
年
前
の
平
成
三
十
一
年
四
月
、

第
二
期
山
形
県
倫
理
経
営
塾
に
入
塾
し

ま
し
た
。

　

前
年
の
第
一
期
生
卒
塾
式
で
の
塾
生

の
自
信
に
満
ち
溢
れ
た
堂
々
と
し
た
姿

を
拝
見
し
、
同
じ
よ
う
な
人
物
に
な
り

た
い
と
い
う
思
い
で
入
塾
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
組
み
込
ま
れ
た
様
々
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
学
ん
だ
内
容
は
、
ほ
と
ん

ど
が
初
め
て
知
る
事
、
体
験
す
る
こ
と

で
、
し
か
も
中
身
が
深
く
濃
い
も
の
で

し
た
。

　
第
一
講
を
終
え
た
と
き
、「
入
塾
し
て

よ
か
っ
た
」と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
そ

し
て
何
よ
り
、
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た

運
営
委
員
の
方
々
の
立
ち
居
振
る
舞
い
、

言
葉
か
ら
は
塾
へ
の
真
剣
な
思
い
が
伝

わ
り
、
そ
の
思
い
は
部
屋
全
体
を
覆
う

緊
張
感
を
作
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
四
月
三
日
に
第
三
期
山
形

県
倫
理
経
営
塾
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

一
年
間
の
延
期
の
の
ち
、
七
名
の
塾
生

を
迎
え
開
講
し
ま
し
た
。

　

私
は
運
営
委
員
と
し
て
第
三
期
生
を

指
導
す
る
役
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
第
二
期
生
の
卒
塾
式
の
時
に
、
第
三

期
生
を
指
導
す
る
立
場
に
な
る
こ
と
が

塾
へ
の
恩
返
し
、
と
い
う
言
葉
を
頂
い

た
背
景
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
指
導
す
る
立
場
と
い

う
よ
り
は
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
講
か
ら
最
終
講
の
第
五
講
ま
で
、

第
三
期
生
は
頻
繁
に
集
ま
り
、
互
い
に

意
見
を
出
し
合
い
、
支
え
あ
い
、
励
ま
し

あ
う
と
い
う
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
し
た
。

　

第
三
講
・
第
四
講
・
第
五
講
と
講
座

が
進
む
に
つ
れ
、
第
三
期
生
の
表
情
・

雰
囲
気
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

塾
の
学
び
の
中
で
第
三
期
生
一
人
一

人
が
自
己（
個
性
）を
見
つ
め
、
互
い
に

一
人
一
人
の
も
つ
自
己（
個
性
）を
認
め

あ
っ
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
自
己（
個
性
）

が
輝
い
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

令
和
三
年
八
月
七
日
、
東
根
温
泉
民

謡
の
宿
あ
づ
ま
や
で
、
第
三
期
山
形
県

倫
理
経
営
塾
卒
塾
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
経
営
理
念
発
表
で
は
、
発
表
の
途
中

で
様
々
な
思
い
が
こ
み
上
げ
、
う
つ
む

き
涙
声
に
な
り
、
声
を
絞
り
出
す
よ
う

に
発
表
す
る
第
三
期
生
の
姿
が
続
き
ま

し
た
。

　

会
場
に
塾

生
が
招
待
し

た
ご
家
族
も

涙
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

　

感
動
の
卒

塾
式
で
し
た
。

　
第
三
期
生
、

運
営
委
員
が

真
剣
に
塾
に

向
き
合
っ
た

こ
と
が
感
動

に
繋
が
っ
た
、

そ
う
感
じ
て

い
ま
す
。

山形市霞城倫理法人会
清水昭則氏

天童市倫理法人会
遠藤建嘉氏

山形市中央倫理法人会
設楽 美保子氏

北村山倫理法人会
佐藤 亮氏

寒河江市倫理法人会
太田 光氏

天童市倫理法人会
枝松祐子氏

天童市倫理法人会
野口雅弘氏

山
形
県
倫
理
法
人
会 

広
報
委
員
長
　
土
屋
忠
彰（
第
二
期
卒
塾
生
）

倫
理
法
人
会
と
の
出
逢
い

人
を
育
て
る
こ
と
に
、

倫
理
の
学
び
が
活
き
る

4
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私
の
使
命
は
、
県
内
の
若
者
、
学
生
に
山

形
の
中
小
企
業
で
働
く
魅
力
を
伝
え
、
多

く
の
若
者
が「
幸
福
感
」
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
行
動
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
思
い
の

根
っ
こ
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
後
悔
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
れ
は
、
十
年
前
の
三
月
の
こ
と
。
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
一
人
の
学
生
が

来
社
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
服
装
は
汚
れ

た
ジ
ャ
ー
ジ
姿
。
仙
台
の
私
大
に
通
う

そ
の
学
生
は
津
波
で
ア
パ
ー
ト
が
破
壊

さ
れ
、
避
難
所
生
活
。
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー

ツ
、
靴
、
学
用
品
の
す
べ
て
が
流
さ
れ
て

し
ま
い
、
避
難
所
で
借
り
た
ジ
ャ
ー
ジ
を

着
て
き
た
彼
の
様
子
を
み
て
、
そ
れ
で
も

な
ん
と
か
就
職
し
た
い
と
い
う
熱
意
を
感

じ
ま
し
た
。
聞
け
ば
、
実
家
は
南
相
馬
市
。

津
波
で
家
は
流
さ
れ
、
福
島
第
一
原
発
の

二
〇
㎞
圏
内
と
い
う
こ
と
か
ら
、
母
親
と

祖
母
は
強
制
的
に
新
潟
へ
避
難
さ
せ
ら

れ
、
点
検
作
業
員
と
し
て
原
子
炉
建
屋
に

入
っ
て
い
た
父
は
水
蒸
気
爆
発
事
故
で
負

傷
し
た
と
の
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
大
学
の
授

業
料
を
払
え
る
状
況
に
な
く
、
究
極
の
状

態
の
中
で
就
職
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
す
ぐ
に
山
形
新
聞
に
行
き
、
こ
の
現

実
を
報
道
し
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
。
後

日
、
新
聞
記
事
を
見
た
人
た
ち
か
ら
ス
ー

ツ
が
届
け
ら
れ
、
彼
は
そ
の
服
を
着
て
就

職
活
動
を
続
け
ま
し
た
。
あ
る
日
、
同
郷

の
友
人
の
車
で
、
都
内
の
企
業
に
面
接
に

行
っ
た
そ
う
で
す
。
東
京
に
着
く
や
い
な

や
５
百
円
を
握
り
し
め
て
コ
ン
ビ
ニ
へ
。

一
人
一
個
ず
つ
お
に
ぎ
り
を
買
い
、
車
に

戻
る
と「
放
射
能
持
っ
て
く
る
な
！
」「
福

島
ナ
ン
バ
ー
帰
れ
！
」
と
い
た
ず
ら
書
き

が
！
そ
れ
を
目
に
し
た
時
の
彼
ら
の
怒
り

や
悲
し
み
は
ど
れ
ほ
ど
だ
っ
た
か
。
そ
れ

ば
か
り
か
、
面
談
し
た
企
業
の
採
用
担
当

者
に「
南
相
馬
出
身
か
。
放
射
能
ば
ら
撒

か
な
い
で
ね
」と
冗
談
交
じ
り
で
言
わ
れ

た
そ
う
。
私
は
こ
れ
ら
の
話
を
聞
き
、
ど

う
し
よ
う
も
な
い
怒
り
が
込
み
上
げ
て
き

ま
し
た
。「
絆
」
だ
と
か
き
れ
い
ご
と
を

言
っ
て
い
る
世
の
中
に「
ふ
ざ
け
る
な
！
」

と
。
そ
の
後
、
合
同
企
業
説
明
会
で
こ
の

話
を
す
る
た
び
に
、
福
島
県
出
身
の
学
生

た
ち
が「
私
も
で
す
」
と
涙
を
ボ
ロ
ボ
ロ

流
す
姿
を
目
に
し
ま
し
た
。

　
結
局
、
彼
は
就
職
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
彼
は
働
く
こ
と
だ
け
が
目
的

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
挙
句
、
企
業
や
社
会

に
対
し
て
不
信
感
し
か
持
た
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
か
ら
。
企
業
に
対
す
る
憎
し
み

を
知
っ
た
時
、
私
は
残
念
で
た
ま
ら
ず
、

「
お
ま
え
の
人
生
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う

な
こ
と
を
し
て
や
れ
な
く
て
ご
め
ん
な
」

と
、
心
の
底
か
ら
そ
の
よ
う
に
叫
び
ま
し

た
。
採
用
活
動
で
最
も
悔
や
ま
れ
る
の
は

そ
の
時
の
こ
と
。
そ
の
後
悔
が
自
分
自
身

を
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
社
で
は
土
曜
日
を
社
員
の
研
修
日
と

し
て
、
朝
か
ら
座
禅
を
組
ん
だ
り
、
外
部

講
師
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
入
社
し
て
何
年
か
経
て
ば
、

結
婚
や
家
族
の
介
護
な
ど
社
員
の
環
境
も

変
化
す
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
想

定
し
な
が
ら
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
。
社
員
自
身
の
幸
せ
、
社
員
を
支

え
る
家
族
の
幸
せ
を
願
っ
て
応
援
す
る
の

は
企
業
の
責
務
で
す
か
ら
。
採
用
に
つ
い

て
成
功
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
答
え
は
す

ぐ
に
は
出
ま
せ
ん
。
社
会
に
付
加
価
値
を

も
た
ら
す
人
と
し
て
育
っ
て
く
れ
た
時
に

評
価
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
二
十
年
間
、
採
用
担
当
を
し
て
き
た
経

験
は
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
地
域
が
連
帯
を
組
ん
で「
山
形
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
し
て
い
か
な
け

れ
ば
採
用
が
難
し
い
今
、
中
小
企
業
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
仕
組
み
を
構
築
し

ま
し
た
。
各
社
の
動
画
を
活
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
合
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
、
社
長
た
ち
が「
活
躍
す
る
人
の
共
通

点
」「
求
め
る
人
材
」な
ど
テ
ー
マ
を
決
め

て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
合
う
な
ど
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
経
営
ト
ッ
プ
で
は
な
い
の
で
自
身

の
立
場
で
の
考
え
に
な
り
ま
す
が
、
朝
礼

に
よ
っ
て
社
内
が
明
る
く
、
元
気
で
活
気

に
満
ち
た
状
態
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
朝
礼
を
行
う
こ

と
で
気
づ
き
を
熟
成
す
る
こ
と
も
。
そ
れ

が
社
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

な
が
り
、
お
客
様
と
の
接
し
方
や
商
談
促

進
な
ど
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
の
原
動
力

に
直
結
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
対
面
で
の
朝
礼
が
思
う
よ
う
に
で
き
な

い
中
で
、
も
う
一
度
原
点
に
立
ち
返
っ
て

も
ら
お
う
と
、
蔵
王
倫
理
法
人
会
で
は
朝

礼
の
基
本
編
と
応
用
編
の
二
種
類
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
動
画
を
製
作
し
て
Ｙｏ
ｕ
Ｔｕ
ｂｅ

に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
視
聴
希
望
が
あ

れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
人
は「
関
心
が
あ
る
こ
と
に
は
行

動
を
起
こ
す
が
、
無
関
心
な
こ
と

に
対
し
て
は
行
動
し
な
い
」と
い
う

特
性
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
周
り

に
あ
る
の
は
関
心
事
が
一
％
。
残

り
九
十
九
％
は
無
関
心
な
事
。
こ

の
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
持
つ「
無
関

心
」と
い
う
市
場
に
対
し
て
行
動
を

起
こ
し
て
い
け
ば
何
か
が
見
つ
か

り
、
そ
れ
が
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と

し
て
自
分
に
跳
ね
返
っ
て
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
一
度
、
倫
理
法
人
会
の
経
営
者

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
何
か
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
小
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
採
用
に
取
り
組
む

気
づ
き
を
熟
成
す
る

朝
礼
の
意
義

「
無
関
心
」市
場
に

　  

行
動
を
起
こ
そ
う

自
分
を
変
え
た
、

学
生
と
の
出
逢
い
と
後
悔

社
員
の
幸
せ
を

応
援
す
る
の
は

企
業
の
責
務
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長井市倫理会員企業が
拠点を置く
市町村を紹介

くらしみちの継承
「今」を訊く 6

シリーズ

入
り
、
そ
れ
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
加
速

し
て
い
ま
す
。
長
井
市
と
し
て
は
企
業

誘
致
と
並
行
し
て
観
光
交
流
の
活
性

化
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
周
り
の
ま

ち
と
一
緒
に
な
っ
て
次
世
代
の
子
供
た

ち
孫
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
を
し
て
い
く
か
。
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
市
民
の
皆
様
と
共
有
し
、
協
力
し

な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
失
敗
を
恐
れ
ず
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な

の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
座
右
の
銘

上
杉
鷹
山
公

「
な
せ
ば
な
る
、

  

な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
何
事
も
、

  

な
ら
ぬ
は
人
の
な
さ
ぬ
な
り
け
り
」

大
河
ド
ラ
マ
で
盛
り
の
渋
沢
栄
一

『
夢
七
訓
』

  

夢
な
き
者
は
理
想
な
し

  

理
想
な
き
者
は
信
念
な
し

  

信
念
な
き
者
は
計
画
な
し

  

計
画
な
き
者
は
実
行
な
し

  

実
行
な
き
者
は
成
果
な
し

  

成
果
な
き
者
は
幸
福
な
し

  

ゆ
え
に
幸
福
を
求
む
る
者
は

  

夢
な
か
る
べ
か
ら
ず

厳
し
い
時
で
も
夢
を
捨
て
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

財
政
が
厳
し
か
っ
た
平

成
十
年
代
に
は
新
庁
舎

を
建
て
る
こ
と
は
夢
の

ま
た
夢
で
、「
役
所
な

ん
て
建
て
ら
れ
る
わ
け

な
い
」
と
、
皆
思
っ
て

い
ま
し
た
。
新
庁
舎
竣

工
式
の
時
、
私
が
市
の

職
員
を
し
て
い
た
と
き

の
後
輩
が「
夢
の
よ
う

だ
、
涙
が
出
そ
う
だ
」

と
言
っ
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

■
趣
味
に
つ
い
て

仕
事
で
関
わ
っ
た
こ
と
が
趣
味
と
な
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ

ン
が
好
き
で
、
長
井
で
作
る
と
し
た
ら

ど
こ
が
い
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
い
い
の
か
な
ど
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
市
の
職
員
時
代
に
有
限
会
社
山

形
工
房
の
初
代
会
長
の
考
え
方
に
感
動

し
、そ
れ
以
来
ず
っ
と
頭
か
ら
離
れ
ず
、

「
け
ん
玉
」の
魅
力
を
世
界
に
広
め
て
い

き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

※
令
和
二
年
十
月「
長
井
市
け
ん
玉
を
市
技
に
定
め
る
条
例
」公
布

■
舟
運
と
商
業
で
栄
え
た
土
地

長
井
市
に
は
、
江
戸
時
代
に
最
上
川

上
流
域
の
船
着
場
が
あ
り
、
米
沢
藩

の
物
流
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
最
上
川
舟
運
は
藩
内
の
産

物
を
京
・
大
阪
な
ど
の
大
消
費
地
に

運
び
、
帰
り
の
舟
で
中
央
の
文
物
を

も
た
ら
し
、
経
済
発
展
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

長
井
市
は
も
と
も
と
米

ど
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す

が
、
明
治
期
に
な
る
と

地
元
の
絹
織
物
は「
長

井
紬つ

む
ぎ」
と
い
う
名
称
で

売
買
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
地
域
の
産
業
と
し

て
商
品
化
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
長
井
の

「
綺
麗
で
豊
富
な
水
」

を
活
か
し
地
元
産
業

で
あ
っ
た
織
物
を
発
展

さ
せ
、
一
〇
〇
年
も
前
に
京
都
か
ら

郡ぐ
ん
ぜ是
製
糸
を
誘
致
し
て
い
ま
す
。
旧

国
鉄
長
井
線
が
通
っ
た
時
期
で
も
あ

り
、
戦
時
中
に
は
長
井
市
の
二
年
分

の
予
算
を
投
じ
て

東
芝
の
疎
開
工
場

を
誘
致
し
、
当
時

は
県
内
有
数
の
企

業
群
で
二
千
五
百

人
ほ
ど
の
従
業
員

が
い
ま
し
た
。

■
長
井
の
心
を
受
け
継
い
で

長
井
の
美
し
い
花
々
や
自
然
、
そ
し

て
産
業
は「
水
」
が
起
点
で
す
。
長

井
市
の
名
誉
市
民
で
彫
刻
家
の
長
沼

孝
三
先
生
が
、
長
井
市
に
向
け
た
書

簡
の
中
で
述
べ
て
い
た
だ
い
た
言
葉

に「
美
し
い
自
然
と
、
き
ら
や
か
な
水

を
尊
び
な
が
ら
、
平
安
を
大
切
に
お

互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
自
立
し
な
が

ら
長
井
の
町
は
発
展
し
て
き
た
」
と

い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
世

界
に
誇
れ
る
か
け

が
え
の
な
い
も
の

だ
と
い
う
考
え
方

で
、「
長
井
の
心
」

と
し
て
、
現
在
も
義
務
教
育
の
中
に

お
い
て
教
育
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

■
市
長
と
し
て
最
初
の
苦
難

十
五
年
前
に
市
長
に
就
任
し
た
と

き
は
、
財
政
が
大
変
厳
し
く
全
国

千
八
百
市
町
村
中
ワ
ー
ス
ト
十
一
位

で
し
た
。
私
だ
け
で
な
く
前
の
市
長

も
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
が
、

市
役
所
職
員
も
心
が
折
れ
、
市
民
か

ら
の
不
安
な
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
地
域
の
座
談
会
で
は
お
叱
り
を

受
け
ま
し
た
が
、
二
度
三
度
と
お
詫

び
と
説
明
を
す
る
中
で「
我
々
は
何
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
？
」と
市
民
の
方
か

ら
自
発
的
に
声
が

あ
が
っ
て
き
た
の
で

す
。
そ
の
言
葉
に
私

た
ち
が
励
ま
さ
れ
、

職
員
一
丸
と
な
る
転

機
に
な
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

■
市
街
地
活
性
と
観
光
交
流

人
口
減
少
は
大
き
な
問
題
で
す
。
特

に
長
井
市
で
は
都
市
機
能
の
弱
体
化

が
あ
り
ま
す
。
中
心
地
に
集
ま
ら
な

く
て
も
情
報
を
入
手
で
き
る
時
代
に

●
倫
理
法
人
会
に
つ
い
て

万
人
幸
福
の
栞
十
七
ヵ
条
で
一
番
好

き
な
の
は【
運
命
自
招
】で
す
。

自
分
で
嘆
い
た
り
、
あ
き
ら
め
て
捨

て
鉢
や
自
暴
自
棄
に
な
る
の
で
は
な

く
、
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
よ
う
と
す

る
根
性
が
大
切
だ
な
と
思
い
ま
す
。

死
語
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
が「
根
性
」

を
持
っ
て
信
念
を
持
っ
て
続
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
切
り
開
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

心
を
磨
く
と
い
う
こ
と
が
倫
理
法
人

会
の
基
本
的
な
意
義
な
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

会
の
運
営
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
が
回
り
回
っ
て
自
分
や
家
族

そ
し
て
子
々
孫
々
に
い
い
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

経
営
環
境
が
決
し
て
順
風
で
は
無
い

中
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
倫
理
法
人

会
の
経
営
者
の
皆
様
の
お
姿
に
敬
意

を
表
し
ま
す
し
、
自
分
も
そ
う
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
倫
理
法
人
会
を

も
っ
と
広
く
地
域
の
人
に
も
知
っ
て

い
た
だ
い
て
、
そ
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
地
域
に
と
っ
て
も
良
い

こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
水
を
尊
ぶ

　
　
　
長
井
の
「
心
」
を
育
て
て
。

行
政
取
材
の
第
六
回
目
は
、
西
置
賜
倫
理
法
人
会
の
拠
点
が
あ
る
長
井
市
の
内
谷
重
治

市
長（
四
期
目
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
道
の
駅「
川
の
み
な
と
長
井
」
や「
旧
長

井
小
学
校
第
一
校
舎
」な
ど
ま
ち
な
か
の
整
備
が
進
む
中
、こ
の
五
月
に
は「
長
〜
い
」

新
庁
舎
が
完
成
。
市
長
に
ご
案
内
い
た
だ
き
な
が
ら
長
井
の
魅
力
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。	

（
令
和
三
年
六
月
二
日
取
材
）

村山市役所

その他

金融・保険業

サービス業

建設業

製造業

卸売・
小売業

西置賜会員企業 業種グラフ
（業種大分類）

左から、土屋忠彰県広報委員長、
内谷重治長井市長、西置賜那須喜美子会長

市長室市役所からみた風景

議場

新庁舎
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PICK UP NEWS
令和３年度は、感染防止対策を行いながら
モーニングセミナー開催や、行事、役員会など
各単会それぞれ工夫を凝らして会を運営してきました。
今号ではリーダーとして会員を激励し
あらゆる困難に立ち向かって尽力された単会会長の皆様に
令和３年度の節目としてメッセージをいただきます。

新庄最上倫理法人会

北村山倫理法人会

天童市倫理法人会寒河江市倫理法人会

上山市倫理法人会

酒田市倫理法人会
酒田市みずほ倫理法人会

庄内中央倫理法人会

鶴岡市倫理法人会

西置賜倫理法人会

米沢市倫理法人会

山形市倫理法人会
山形市蔵王倫理法人会
山形市中央倫理法人会
山形市霞城倫理法人会

庄内地区

山形地区

置賜地区

南陽市倫理法人会

村山地区

※地区内の掲載順はスペースにあわせて順不同です。
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会
長
に
就
任
し
て

最
初
に
掲
げ
た
テ
ー

マ
が
、「
人
は
繋
が

る
、
倫
理
で
繋
が
る
」

で
し
た
。
こ
の
言
葉

に
込
め
た
思
い
は
、
学
び
を
通
し
て
活
発
な
会

員
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
事
で
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
人
が
集
う
事
そ
の
も

の
が
問
わ
れ
る
状
況
で
、
予
定
し
た
事
業
は
ほ

と
ん
ど
出
来
ず
じ
ま
い
で
し
た
。
そ
れ
で
も
天

口
副
会
長
に
よ
る
、「
コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
抜

く
考
え
方
を
学
ぶ
」
経
営
塾
は
三
回
開
催
に
も

拘
わ
ら
ず
、
い
つ
も
大
盛
況
で
、
会
員
さ
ん
の

コ
ロ
ナ
に
負
け
ま
い
と
す
る
心
意
気
を
感
じ
た

処
で
す
。
さ
ら
に
山
形
市
倫
理
法
人
会
の
花
形

事
業
、
山
形
銀
行
長
谷
川
頭
取
に
よ
る
新
春
特

別
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
も
、
初
の
Z
ｏ
ｏ
ｍ

併
用
で
し
た
が
、
多
く
の
ご
参
加
を
頂
き
、
大

成
功
で
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
役
員
の
力
の

結
集
と
、
感
謝
の
念
で
一
杯
で
す
。
次
年
度
も

会
長
職
を
継
続
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
来
年
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み
感
染
も
収
束
に
向
か
う

と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
相
互
の
橋
渡
し
に
な

る
よ
う
な
お
手
伝
い
を
心
掛
け
て
参
り
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

感
謝
、
感
謝
の

一
年
間

会
長 

佐
藤
敬
一

（
株
）エ
ス
パ
ッ
ク

山形地区

山形市
倫理法人会

　

い
つ
も
当
会
の
活
動
に

ご
参
加
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
お
陰
様
で
十

年
目
の
本
年
度
は「
今
日

は
最
良
の
一
日
～
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
一
日
は
特

別
な
一
日
！
今
を
精
一
杯
生
き
て
素
晴
ら
し
い
日
々

を
か
み
し
め
よ
う
！
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
活

動
し
て
参
り
ま
し
た
。
山
形
市
中
央
の
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
は
山
形
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
位
置
づ
け
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
明
る
く
元
気
に
開
催
し
て
お
り
、
途

中
何
度
か
は
休
会
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
感

染
状
況
を
睨
み
な
が
ら
完
全
ズ
ー
ム
Ｍ
Ｓ
や
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
Ｍ
Ｓ
で
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
倫

理
経
営
講
演
会
は
二
年
連
続
中
止
、
中
央
独
自
の
会

員
様
向
け
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
秋
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
は
実
施
で
き
ま
し
た
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
感
謝

祭
や
山
形
市
長
を
囲
む
懇
親
会
は
や
む
な
く
断
念
致

し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
四
月
の
井
上
聡
子

先
生
の
女
性
セ
ミ
ナ
ー
、
六
月
の
田
中
信
生
先
生
の

特
別
Ｅ
Ｓ
は
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
、
沢
山
の
会
員

様
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
嬉
し
い
こ
と

で
し
た
。
次
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令
和
三
年
度

山
形
市
中
央
活
動
報
告

会
長 

布
施
將
光

（
有
）布
施
弥
七
京
染
店

山形地区

山形市中央
倫理法人会

　

二
〇
二
〇
年
に
始

ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
。
経
験
し
た
こ
と
の

無
い
状
況
変
化
の
中

で
当
初
は
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
や
諸
活
動
も

中
止
や
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
徐
々
に
人
々
の
行
動
変
容
と
共
に
新
た
な

D
X
ツ
ー
ル
の
利
用
も
一
般
的
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。当
会
に
お
い
て
も
、二
〇
二
一
年
年
頭
の
モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
よ
り
、
リ
モ
ー
ト
会
議
ツ
ー

ル
Z
ｏ
ｏ
ｍ
を
導
入
し
緊
急
事
態
宣
言
中
の
集

合
制
約
下
で
も
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
継
続

で
き
る
体
制
を
整
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

当
会
に
お
い
て
も
新
た
な
機
会
の
気
づ
き
と
、

全
国
、
全
世
界
の
倫
理
法
人
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
体
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
リ
モ
ー

ト
で
の
ご
講
話
は
宮
崎
に
始
ま
り
、
ロ
ス
ア
ン

ゼ
ル
ス
、
湘
南
と
物
理
的
な
距
離
や
時
差
を
越

え
て
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Z
ｏ
ｏ
ｍ

で
の
ご
参
加
も
全
国
か
ら
と
な
り
、
一
時
は
会
場

の
参
加
者
を
越
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
反
面
、
会
場
に
集
っ
て
同
じ
空
間
を
共
有
し

て
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
こ
と
の
本
当
の

大
切
さ
も
認
識
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

気
づ
き

会
長 

渡
辺
英
一
郎

（
株
）サ
ン
エ
ー

山形地区

山形市蔵王
倫理法人会

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
霞
城
倫
理
法
人
会
で
会
長

を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
柴
田
で
す
。
私
は
霞
城
倫
理
法

人
会
第
二
代
目
会
長
と
し
て
二
〇
二
〇
年
九
月
よ
り
会

長
と
し
て
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。
前
会
長
の
菅
野
相

談
役
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
お
か
げ
さ
ま
で
約
一
年
が

間
も
な
く
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
私
が
会
長
を
拝
命
し
た
二
〇
二
〇
年
は
コ

ロ
ナ
始
ま
り
の
年
で
し
た
。
訳
が
わ
か
ら
ず
自
粛
を
強
い
ら
れ
経
済
が
停
滞
し
ま

さ
に
地
球
史
上
前
代
未
聞
の
未
曽
有
の
状
態
の
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
当
然

な
が
ら
退
会
さ
れ
る
企
業
も
続
出
。
ど
ん
ど
ん
と
減
っ
て
い
く
会
員
数
の
中
で
、

今
一
度
会
員
力
を
合
わ
せ
て
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
奇
跡

は
起
き
る
！
一
社
ま
た
一
社
と
入
会
し
て
く
だ
さ
る
企
業
様
が
現
れ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
本
当
に
有
難
く
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

倫
理
の
学
び
で
、
私
は
人
生
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
混
沌
と
し
た
時
代
だ

か
ら
こ
そ
倫
理
の
学
び
が
世
界
中
に
必
要
で
す
。
倫
理
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
す
。

学
ん
だ
こ
と
を
た
だ「
実
践
」
す
る
の
み
！
本
当
に
今
以
上
に
人
間
関
係
、
夫
婦

関
係
、
職
場
環
境
、
売
上
、
成
績
な
ど
良
好
に
さ
れ
た
い
方
は
、
ま
ず
倫
理
法
人

会
を
覗
い
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。「
チ
ャ
ン
ス
の
神
様
は
前
髪
し
か
な
い
」
有
名
な

例
え
で
す
。
チ
ャ
ン
ス
を
掴
ま
え
る
の
は
運
で
は
な
く「
ス
キ
ル
」
で
す
。
チ
ャ

ン
ス
の
掴
み
方
、
幸
福
に
な
れ
る
方
法
が
学
べ
ま
す
。
私
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
も

会
社
の
売
上
を
三
倍
に
伸
ば
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
す
べ
て
倫
理
法
人
会
で
の
出
会

い
や
学
び
の
お
陰
で
す
！
と
一
〇
〇
％
で
言
い
切
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
倫
理
を

学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！
そ
し
て
山
形
市
霞
城
倫
理
法
人
会
で
人
生
を
変
え
ま

し
ょ
う
！

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
形
市
霞
城
倫
理
法
人
会
の
会
長
と
し
て

会
長 

柴
田
一
志

（
株
）Ｆ
Ｐ
パ
ー
ト
ナ
ー

山形地区

山形市霞城
倫理法人会
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こ
ん
に
ち
は
。
病
気
や

貧
乏
に
効
く
倫
理
と
効

か
な
い
倫
理
が
あ
る
事

を
ご
存
じ
で
し
た
か
？

　

倫
理
法
人
会
の
教
科

書
と
も
言
え
る【
万
人
幸
福
の
栞
】
一
三
〇
頁
に

「
世
の
一
切
の
不
幸
の
元
が
、
病
気
と
貧
乏
だ
と

す
れ
ば
、こ
れ
と
関
わ
り
の
無
い
よ
う
な
道
徳
は
、

宝
物
か
も
し
ら
ぬ
が
、
も
う
実
用
的
の
値
打
ち
を

失
っ
た
骨
董
品
だ
…
」
こ
ん
な
一
節
が
載
っ
て
ま

す
。
学
校
で
教
わ
っ
た
の
は
こ
れ
か
な
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
で
は
使
え
な
い
！
と
言
う
こ
と
で
調
査

研
究
の
末
発
見
さ
れ
た
の
が【
純
粋
倫
理
】で
す
。

【
倫
理
】と
聞
く
と
前
者
を
連
想
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

思
い
違
い
を
し
て
い
た
事
が
私
に
も
多
々
あ
り

ま
す
。
私
の
好
き
な
一
節
に「
う
ま
く
行
か
ぬ
か

ら
望
み
を
失
う
の
で
は
な
い
。
望
み
を
な
く
す
る

か
ら
、
崩
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。」
が
あ
り
ま
す
。

会
長
職
を
拝
命
し
て
二
年
弱
、
困
っ
た
事
が
次
か

ら
次
へ
と
湧
き
起
こ
り
ま
す
。
解
決
の
ヒ
ン
ト
は

全
て
栞
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
あ
と
は
実
行
に
移

す
の
み
。【
倫
理
】食
わ
ず
嫌
い
に
な
っ
て
ま
せ
ん

か
？
一
緒
に
一
歩
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
！

病
気
と
貧
乏
に
、

効
か
な
い
薬
！
効
く
薬
！

会
長 

中
西
和
則

（
有
）北
斗
ク
ラ
フ
ト

村山地区

寒河江市
倫理法人会

　

奥
山
地
区
長
・
斎
藤

副
地
区
長
は
じ
め
役

員
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
な
ん
と
か
今

年
度
を
終
え
る
こ
と

が
出
来
そ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
お
誘
い
も
良
い
も
の
か
と
、
迷

う
こ
と
が
し
ば
し
ば
有
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
着

用
で
の
出
席
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
表

情
が
わ
か
り
づ
ら
い
か
わ
り
に
相
手
の
目
を

し
っ
か
り
見
て
話
す
、
聴
く
事
が
前
よ
り
出
来

る
様
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

栞
の
十
四
条
に『
希
望
は
心
の
太
陽
で
あ
る
』

必
ず
明
日
が
く
る
。
必
ず
前
途
は
打
ち
開
け
る
。

今
日
に
希
望
を
も
と
う
。
明
日
に
希
望
を
も
と

う
。
前
途
に
よ
う
よ
う
た
る
希
望
を
も
と
う
。

と
有
り
ま
す
。

　

夜
が
明
け
な
い
日
は
有
り
ま
せ
ん
。
早
い
か

遅
い
か
は
別
と
し
て
チ
ャ
ン
ス
は
必
ず
来
る
は

ず
で
す
。

　

私
た
ち
が
純
粋
倫
理
を
学
ぶ
目
的
は
、
会
社

の
繁
栄
・
家
庭
の
幸
福
で
す
。
是
非
、
一
緒
に

学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
!!

コ
ロ
ナ
禍
で

希
望
を
も
と
う
！

会
長 

佐
藤 

宏

（
株
）山
形
チ
ャ
レ
ン
ジ
工
業

村山地区

新庄最上
倫理法人会

　

令
和
三
年
度
テ
ー

マ
「
笑
顔
と
挨
拶
と

純
粋
倫
理
」
～
地
域

の
寺
子
屋
で
心
の
あ

り
方
を
学
ぼ
う
～

の
テ
ー
マ
に
て
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
テ
ー
マ
の
下
、

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
一
週
間
の

心
の
疲
れ
を
リ
セ
ッ
ト
し
、「
ふ
ん
わ
り
と
、

や
わ
ら
か
で
、何
の
こ
だ
わ
り
も
不
足
も
な
く
、

澄
み
き
っ
た
、
張
り
切
っ
た
心
」
で
、
新
た
な

一
週
間
を
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

倫
理
は
実
践
。
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
か
か

げ
、
感
度
の
精
度
を
高
め
、
気
づ
き
を
実
践

と
い
う
行
動
力
で
人
間
力
を
創
ろ
う
。
自
己
革

新
を
図
る
こ
と
を
意
識
付
け
し
、
自
分
を
磨

き
高
め
自
分
の
次
元
を
あ
げ
て
い
こ
う
。
そ
の

た
め
の
常
の
最
大
の
実
践
は『
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
続
け
る
こ
と
』。

　

心
の
あ
り
方
を
学
び
、
感
謝
を
抱
く
純
粋

な
心
持
ち
で
、
何
も
求
め
ぬ
恩
返
し
の
利
他
の

心
を
持
と
う
。 笑

顔
と
挨
拶
と

純
粋
倫
理

会
長 

髙
橋
進
一

（
株
）さ
く
ら
野
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

村山地区

北村山
倫理法人会

　

南
陽
市
は
、
人
口
三

万
人
の
小
さ
な
市
で
す
。

で
す
か
ら
倫
理
法
人
会

の
メ
ン
バ
ー
は
い
ず
れ

も
顔
見
知
り
で
濃
密
な

人
間
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
互
い
に
気
心
を
熟

知
し
て
い
ま
す
の
で
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
は

和
気
藹
々
と
し
た
中
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
セ
ミ
ナ
ー
後
の
朝
食

会
に
参
加
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
後
の
お

茶
会
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
講
師

の
方
の
よ
り
深
い
話
を
伺
っ
た
り
、
自
身
の
場
合

に
引
き
つ
け
た
話
を
伺
う
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
世
間
の
よ
も
や
ま
話
に
花
が
咲
き
、
町

の
諸
情
報
を
交
換
す
る
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

正
直
、
普
及
拡
大
に
は
苦
戦
し
て
い
ま
す
。
現

在
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
が
居
心
地
の
い
い
場

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ど
こ
か
、
現
状
に
満
足
し

て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
大
い
に
反
省
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
自
己
研
鑽
と

い
う
意
味
で
は
大
い
に
価
値
あ
る
こ
と
を
行
っ
て

い
る
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
両
方
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
な
が
ら
、
南
陽
市
倫
理
法
人
会
は
進
ん
で
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

和
気
藹
々
と

会
長 

北
野 

達

（
宗
）熊
野
神
社

置賜地区

南陽市
倫理法人会

　

宴
会
も
で
き
ず
、

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
も
、
今
ま
で
以

上
に
気
を
使
う
。
コ

ロ
ナ
禍
と
呼
ば
れ
る

日
々
が
一
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。
以
前
、
グ

ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
お
金
と
人
が
垣

根
を
超
え
て
世
界
中
を
め
ぐ
る
が
、
病
原
菌

も
世
界
を
め
ぐ
る
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
聞

い
た
と
き
は
、
ま
さ
か
と
、
聞
き
流
し
て
い
ま

し
た
が
、
病
原
菌
が
世
界
を
席
巻
し
た
と
き
、

お
金
も
人
も
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
、
私
は

思
考
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
モ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
促
し
、
普
及
拡
大
の

目
標
達
成
を
掲
げ
る
倫
理
法
人
会
。「
む
ご
い
」

と
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
ネ
ッ
ト
を
使
い
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
で
き
、
毎
週
栞
を
眺
め
て
い
た
ら
、
心
が

曇
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
頭
が
動
き
出

し
、
自
分
か
ら
損
し
て
い
る
事
に
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
を
囲
ん
で
宴
会
で
き
る
日
を
楽

し
み
に
待
ち
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
に
学
ん
で

会
長 

田
島
誠
一

（
有
）田
島
製
作
所

山形地区

上山市
倫理法人会

　

追
い
つ
め
ら
れ
て
仕

方
な
く
拝
命
し
て
し

ま
っ
た
会
長
と
い
う
役

職
も
あ
っ
と
い
う
間
に

終
了
で
す
。

　

会
長
に
な
る
に
あ
た
り
、
一
番
の
私
の
悩
み

は
毎
週
の
会
長
挨
拶
で
し
た
。
最
初
は
原
稿
を

用
意
し
て
そ
れ
を
読
む
だ
け
で
精
一
杯
で
、
ア

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
な
ど
全
く
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
回
を
重
ね
て
い
く
内
に
段
々
慣
れ
て
き
ま

し
た
。
会
長
挨
拶
が
苦
に
な
ら
な
く
な
っ
て
き

た
と
思
っ
た
ら
、
次
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
き

た
の
は「
会
員
拡
大
」で
し
た
。
毎
月
入
会
し
て

も
ら
い
た
い
方
に
職
場
の
教
養
を
お
届
け
し
な

が
ら
お
声
が
け
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
結
果

は
出
ず
、
予
期
し
な
い
退
会
者
が
続
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
私
が
心
が
け
て
き
た
の
は
、
モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
来
ら
れ
た
方
を
元
気
に
お

迎
え
す
る
こ
と
、
お
帰
り
は
笑
顔
で
お
見
送
り

す
る
こ
と
だ
け
で
し
た
。
こ
れ
が
い
つ
か
実
を

結
ぶ
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。会
長
で
な
く
な
っ

て
も
続
け
て
い
こ
う
と
決
め
て
い
ま
す
。

　

皆
様
、
二
年
間
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
年
間
の
会
長
職
を

終
え
て

会
長 

加
賀
善
子

山
形
中
央
観
光（
株
）

村山地区

天童市
倫理法人会
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倫
理
デ
ビ
ュ
ー
は

四
十
歳
の
頃
、
盛
岡

市
の
又
川
俊
三
氏
の

紹
介
で
北
上
市
倫
理

法
人
会
で
講
話「
人

生
五
か
年
計
画
」
を
し
た
こ
と
。
三
十
五
歳
で

起
業
し
、
四
十
歳
か
ら
県
内
四
店
舗
の
展
開
を

す
る
。
東
日
本
ハ
ウ
ス
創
業
者
中
村
功
氏
と
の

出
会
い
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
挑
戦
し
た
四
十

代
。
宮
城
県
丸
森
町
に
移
住
し
、
キ
リ
ス
ト
信

者
と
な
り
、
悔
い
改
め
た
五
十
代
。
六
十
歳
に

な
り
酒
田
市
倫
理
法
人
会
会
長
を
拝
命
、
早
い

も
の
で
三
年
が
経
過
し
ま
す
。
六
十
歳
を
過
ぎ

た
第
三
の
人
生
は
、「
日
本
創
生
」
の
為
に
社
会

貢
献
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
考
え
で
い
る
。

　

二
十
五
歳
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞
め
、
タ
バ

コ
を
止
め
、
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
る
。
起
業
し
た

理
由
は
自
由
が
欲
し
い
か
ら
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
を
楽
し
み
た
い
か
ら
。
丸
森
に
い
る
妻
と
は

週
一
回
会
う
程
良
い
距
離
感
。
息
子
は
自
立
し

て
仙
台
で
頑
張
っ
て
い
る
。
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

楽
し
く
生
き
な
き
ゃ
人
生
じ
ゃ
な
い
。
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
す
る
心
で
仕
事
を
す
る
こ
と
。
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
は
自
分
を
律
す
る
楽
し
さ
。

人
生
は
六
十
歳
か
ら

が
楽
し
い

会
長 

今
井
和
彦

（
株
）カ
ス
タ
ム
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

庄内地区

酒田市
倫理法人会

　

会
長
を
お
引
き
受
け
し

て
二
年
、
会
員
皆
様
の
陰

ひ
な
た
か
ら
の
ご
協
力
が

あ
っ
て
こ
こ
に
い
る
こ
と

を
今
本
当
に
実
感
し
て
い

ま
す
。

　

挨
拶
が
苦
手
な
私
は
一
番
の
心
配
は
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
で
の
会
長
挨
拶
で
し
た
が
、
皆
様
よ
り
こ

ち
ら
を
注
目
し
て
い
た
だ
き
、
時
に
は
う
な
づ
き
、

時
に
は
す
べ
っ
て
し
ま
っ
た
ネ
タ
を
ム
リ
ム
リ
受
け

て
く
れ
た
事
に
勇
気
づ
け
ら
れ
な
が
ら
、
最
近
で
は

そ
ん
な
に
苦
に
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

聞
く
側
の
姿
勢
が
い
か
に
話
す
側
に
と
っ
て
大
切

か
話
す
側
に
な
っ
て
改
め
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
そ
う
こ
う
し
な
が
ら
二
年
が
た

ち
、
会
長
と
し
て
倫
理
経
営
講
演
会
も
経
験
し
な

い
ま
ま
終
わ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
次
年
度

も
会
長
を
や
っ
て
も
い
い
と
の
こ
と
で
三
年
目
の
会

長
と
し
て
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 (^-^;

　

鶴
岡
市
倫
理
法
人
会
の
皆
様
、
も
う
一
年
、
会
長

挨
拶
に
み
が
き
を
か
け
、楽
し
み
な
が
ら
会
の
運
営
、

倫
理
の
学
び
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鶴
岡
市
倫
理
法
人
会
の

皆
様
へ

会
長 

三
浦 

忍

（
株
）三
浦
土
建

庄内地区

鶴岡市
倫理法人会

　

平
成
三
十
年
七
月

二
十
日
、
酒
田
市
み

ず
ほ
倫
理
法
人
会
は

多
く
の
倫
友
の
皆
様

の
応
援
と
温
か
い
励

ま
し
を
い
た
だ
き
、
盛
大
な
設
立
記
念
式
典
を

執
り
行
い
、
庄
内
地
区
四
番
目
の
新
単
会
と
し

て
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
南
洲
会
館
を
使
わ

せ
て
い
た
だ
け
て
い
る
事
に
も
感
謝
致
し
ま
す
。

初
代
会
長
と
し
て
微
力
な
が
ら
の
三
年
間
は
多

く
の
試
練
が
有
り
ま
し
た
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
会
員
企
業
の
退
会
は
辛
い
出
来
事
で
し
た
。

そ
の
様
な
中
、
嬉
し
い
出
来
事
は
、
一
年
目
の

自
単
会
会
員
動
員
率
県
内
二
位
の
表
彰
で
す
。

そ
し
て
全
国
初
め
て
酒
田
南
校
六
〇
〇
名
で
の

「
職
場
の
教
養
」
利
用
の
活
力
朝
礼
が
三
年
続
い

て
い
る
事
。
そ
れ
に
は
県
内
会
員
の
皆
様
か
ら

の
提
供
を
い
た
だ
い
て
い
る
事
で
す
。
課
題
と

し
て
は
、
特
に
会
員
数
を
一
〇
〇
名
以
上
の
正

単
会
と
し
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
出
席
率
を

三
〇
％
以
上
と
し
、
益
々
、
明
る
く
朗
ら
か
な

活
力
あ
る
酒
田
市
み
ず
ほ
倫
理
法
人
会
と
す
る

こ
と
。
新
会
長
の
元
、
全
員
で
実
践
す
る
こ
と

で
す
。

三
年
間
を

振
り
返
っ
て会

長 

佐
藤
清
和

（
有
）チ
ャ
ン
ス

庄内地区

酒田市みずほ
倫理法人会

　

昨
年
の
九
月
に

会
長
職
を
拝
命
し

一
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
様
々
な

会
長
の
後
ろ
姿
を
見
て
き
た
の
で
、
何
と
か

な
る
だ
ろ
う
と
見
様
見
真
似
で
職
務
を
全

う
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
再
拡
大
に

伴
い
活
動
す
る
の
が
困
難
な
状
況
に
な
り
、

様
々
な
制
約
の
中
思
う
よ
う
に
会
を
運
営
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
伴
い
、
そ
の
先
の
コ
ロ

ナ
の
影
響
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
は
想
像

で
き
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
ま
だ
続
く
猛
威
と
う

ま
く
付
き
合
い
な
が
ら
、
二
年
目
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
歴
代
会
長
の
助
言
を
頂
き
な
が

ら
、
役
員
の
皆
様
と
共
に
会
を
運
営
し
活
力

あ
る
単
会
と
な
る
べ
く
、
会
員
の
皆
様
と
共

に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
を

振
り
返
っ
て会長 

和
島
公
太

せ
ん
じ
ん
商
事（
株
）

庄内地区

庄内中央
倫理法人会

　

会
長
を
拝
命
し
、
一
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ「
倫

理
経
営
講
演
会
」
も
二
年
連

続
中
止
。
イ
ベ
ン
ト
、
懇
親

会
等
も
出
来
ず
、
退
会
も
あ
り
会
員
の
心
が
バ
ラ
バ
ラ

に
な
る
の
で
は
と
言
う
心
細
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
心
配
と
は
裏
腹
に
、
四
役
相
談
役
中
心
に

タ
イ
ム
リ
ー
な
判
断
を
し
な
が
ら
、
心
離
れ
る
事
な
く

運
営
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
若
手
役
員
は
自
主
的
に

準
備
や
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
下
さ
り
大
変
な
成
長
も
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

年
度
末
を
迎
え「
何
か
し
な
け
れ
ば
」
の
想
い
か
ら

五
〇
名
目
標
の
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。「
ピ

ア
ニ
ス
ト
米
沢
I
J
U
大
使
福
田
直
樹
氏
」
を
お
迎
え

し
チ
ェ
ン
パ
ロ
の
演
奏
会
と
素
敵
な
M
C
で
、
心
の
潤

い
と
な
り
ま
し
た
。

　

他
単
会
の
方
、
未
会
員
の
方
、
Z
０
０
ｍ
参
加
、
目

標
以
上
の
参
加
人
数
と
な
り
、
感
謝
と
感
動
の
開
催
と

な
り
活
気
が
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
新
規
会
員
拡
大
に
向
け
前
進
あ
る
の
み
で

す
。
明
る
く
、
仲
良
く
、
喜
ん
で
多
く
の
方
に
倫
理
の

素
晴
ら
し
さ
を
お
伝
え
し
、
西
置
賜
倫
理
法
人
会
の
更

な
る
パ
ワ
ー
U
P
に
繋
げ
て
参
り
ま
し
よ
う
。

今
、
こ
こ
か
ら会

長 

那
須
喜
美
子

合
同
会
社
ハ
ピ
ネ
ス

置賜地区

西置賜
倫理法人会

　

走
り
切
っ
た
！

と
は
言
い
難
い

二
年
間
で
し
た
。

計
画
通
り
に
い

か
な
い
こ
と
が

多
す
ぎ
ま
し
た
。
環
境
の
せ
い
に
す
る
こ

と
は
容
易
で
す
。し
か
し
な
が
ら
私
達
は
、

「
～
の
せ
い
」
に
す
る
こ
と
を
潔
し
と
は

し
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
倫
理
の
学
び
だ
か
ら

で
す
。
会
長
を
引
き
受
け
た
時
、「
な
ん

と
か
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
甘
え
が
あ
り

ま
し
た
。
一
方
で「
ハ
イ
ッ
！
」
の
実
践

を
愚
直
に
行
っ
た
と
も
言
え
ま
す（
笑
）。

と
ど
の
つ
ま
り
は「
プ
ラ
ス
思
考
」。
皆

に
迷
惑
か
け
た
け
ど
、
私
は
会
長
を
や
っ

て
良
か
っ
た
！
す
ご
く
良
か
っ
た
！
最
高

だ
っ
た
！
大
親
友
の
漆
山
専
任
幹
事
、
役

員
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
に
ご
参
加
頂
い
た
皆
様
、
運
営
に
関

わ
っ
て
頂
い
た
東
京
第
一
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
、そ
の
す
べ
て
に
大
感
謝
し
て
、

次
年
度
会
長
の
松
田
亮
子
さ
ん
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
ま
す
！
米
沢
は
も
っ
と
も
っ
と

熱
く
な
る
ぜ
！
最
大
級
の
愛
を
込
め
て
。

二
年
間
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た

会
長 

遠
藤
一
徳

（
株
）ほ
け
ん
シ
ョ
ッ
プ
＋

置賜地区

米沢市
倫理法人会
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